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コア切込み応力解放法の概要コア切込み応力解放法の概要



既設構造物のプレストレス推定手法の問題点

従来工法で既設構造物のプレストレス測定を行う際の問題点従来工法で既設構造物のプレストレス測定を行う際の問題点
 クリープ・乾燥収縮ひずみが拘束され拘束応力が発生する
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コア切込み応力解放法の概要（１／５）

●現在のコンクリート部材に作用している有効応力度（プレストレ
スと自重による応力度）を微破壊的に推定する方法。

●有効応力度＋内部拘束応力度＝全作用応力度と仮定する。

有効応 度 全作 応 度 部拘束応 度有効応力度＝全作用応力度ー内部拘束応力度

（計測値） （推定計算）

≒設計で考慮されている応力度≒設計で考慮されている応力度

●全作用応力度●全作用応力度

１）持続応力度：死荷重作用，プレストレス，二次応力など

２）変動応力度：活荷重作用 温度変化 温度差など２）変動応力度：活荷重作用，温度変化，温度差など

３）内部拘束応力度：乾燥収縮の層間拘束，クリープ乾燥収縮

の鋼材拘束の鋼材拘束
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コア切込み応力解放法の概要（２／５）

プ

切込み深さ＝0.36φ

コンクリートコアカッター

プレストレス

φ

ひずみゲージ
ひずみゲージプレストレス

● ンクリ ト表面に2軸ひずみゲ ジを貼り付ける●コンクリート表面に2軸ひずみゲージを貼り付ける。

●コンクリートコアカッターによって切込む（削孔深さは0.36φ）。

●切込みによって解放されたひずみを計測する。●切込みによって解放されたひずみを計測する。

●解放されたひずみを用いて，推定式から有効応力度を算定する。

5



コア切込み応力解放法の概要（３／５）
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ひずみの差

手法の要点：有効応力作用軸方向(x方向)の解放ひずみと直角方向(y方向)の解放

ひずみの差を用いることにより，内部拘束による解放ひずみの大部分

手法の要点：有効応力作用軸方向(x方向)の解放ひずみと直角方向(y方向)の解放

ひずみの差を用いることにより，内部拘束による解放ひずみの大部分

x有効応力 xクリープ鋼材内拘 等しい等しいときとき

ひずみの差を用いることにより，内部拘束による解放ひずみの大部分

を消去、乾燥収縮の影響を低減する。

消去しきれない部分は提案する算定式で消去する。

ひずみの差を用いることにより，内部拘束による解放ひずみの大部分

を消去、乾燥収縮の影響を低減する。

消去しきれない部分は提案する算定式で消去する。



コア切込み応力解放法の概要（４／５）
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σx,e：x方向の有効応力度

Ex,c：x方向のコンクリートの弾性係数（コア測定値，もしくは道示）

Δε ：x方向の有効応力が解放されるときのx方向の弾性ひずみ

sxsxcxcx ,,,, sysycycy ,,,,

Δεx,e：x方向の有効応力が解放されるときのx方向の弾性ひずみ

εx：コア削孔より解放されるx方向の全ひずみ

εy：コア削孔より解放されるy方向の全ひずみ

：コンクリ トのポアソン比（コア測定値 もしくは1/6 0 167）ν：コンクリートのポアソン比（コア測定値，もしくは1/6=0.167）
φt,x：材齢tにおけるx方向のコンクリートのクリープ係数（土木学会コンクリート標準示方書など

適切な予測式による）

：材齢tにおける鋼材による拘束がない場合の 方向のコンクリ トの乾燥収縮ひずみεsht,x ：材齢tにおける鋼材による拘束がない場合のx方向のコンクリートの乾燥収縮ひずみ

（適切な予測式による）

γ1x，γ1y： x方向およびy方向のコンクリートおよび鋼材に関する剛比 7



コア切込み応力解放法の概要（５／５）

【適用条件】

●プレストレスが一方向にのみ作用している構造物
（条件によっては2方向も可能）

●ひずみゲージを貼付する位置が，
び割れが発生 な と・ひび割れが発生していないこと，

・断面修復を行っていないこと，
コンクリ ト表面が乾燥していること・コンクリート表面が乾燥していること，
が必要。
（計測位置が ひび割れ発生位置や断面修復位置（計測位置が，ひび割れ発生位置や断面修復位置
から離れている方が精度よく推定が可能。）
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●作業空間として機械高の70cm程度が必要。



コア切込み応力解放法の特長 効果コア切込み応力解放法の特長・効果



コア切込み応力解放法の特長・効果

●（コア削孔機の機械高さは70cm程度であり、）高所作業車などを
用いて作業可能となり、足場は不要である。

●特殊な装置や特殊な計測機器を使用しない。
→ コア削孔機と静ひずみゲージ、計測結果算出用の機 算

パソコンのみである。

●微破壊のため，構造物への負荷が小さくなる。●微破壊のため，構造物 の負荷が小さくなる。
→ コア削孔深さ：削孔径の0.36倍

（φ50mmの場合で18mmと構造物のかぶり以下となる）

●2方向の計測ひずみを用いて，簡易な算定式により計算する
ため，迅速に有効応力度を把握することが可能。

●有効応力度の推定は，T桁であればおよそ±2N/mm2

（10％程度）の 誤差で可能であり、従来工法に比べて高精度である。
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●削孔から推定までの費用は，従来工法の約50％の費用で推定可能。



実験 実績 事例実験・実績・事例



はり供試体による実験

長さ2400mm、高さ400mm、厚さ
120mmの供試体で試験を行った120mmの供試体で試験を行った。

プレストレスのほか、鉛直方向に
持続荷重を載荷している。

→実測値と推定値の差はおおよそ

±2N/mm2である。
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12
※計算値は、推定手法適用時のプレストレスをPC鋼材定着部に

配置したロードセルで測定した値である。



コア切込み応力解放法の実績・事例（１／３）

G1桁プレテンション方式単純PCT桁橋

橋長：14 31m橋長：14.31m

幅員：12.80m

完成年：1984年

補修 ：1994年 表面保護工

G13桁

計測位置
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コア切込み応力解放法の実績・事例（２／３）

設計値（復元設計）：13.6N/mm2

推定値（平均値）：15.7N/mm2

弾性係数：33000N/mm2

（道示より）

設計値に対して精度よくプレストレスを推定することが可能。
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コア切込み応力解放法の実績・事例（３／３）

No. 時期 構造種別 目的

1 2012 01 ポストテンション方式PCT桁橋 撤去桁による検証1 　2012.01 ポストテンション方式PCT桁橋 撤去桁による検証

2 　2012.03 多径間連続PC箱桁橋 変状調査

3 　2012.03 上路式RC固定アーチ橋 耐震補強設計用の調査

4 　2013.05 2方向PC桟橋床版 健全度評価

5 　2013.12 ポストテンション方式PCT桁橋 撤去桁による検証

6 　2014.01 ポストテンション方式2径間単純PCT桁橋 撤去桁による検証ポ テンシ ン方式 径間単純 桁橋 撤去桁 よる検証

7 　2014.08 ゲルバーPC箱桁橋 変状調査

8 　2014.09 ポストテンション方式2径間単純PCT桁橋 変状調査

9 2014 01 ポストテンシ ン方式PCT桁橋 撤去桁による検証9 　2014.01 ポストテンション方式PCT桁橋 撤去桁による検証

10 　2014.11 ポストテンション方式4径間単純PCT桁橋 健全度評価

11 　2014.11 プレテンション方式単径間単純PCT桁橋 変状調査

12 　2014.12 ポストテンション方式PC梁 耐震補強設計用の調査

13 　2015.02 ポストテンション方式単径間PCT桁橋 変状調査

14 2015 08 多径間PC箱桁ラーメン橋 変状調査14 　2015.08 多径間PC箱桁ラ メン橋 変状調査

(2015.08現在)
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ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。
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